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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第107期

第２四半期
連結累計期間

第108期
第２四半期
連結累計期間

第107期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (百万円) 49,289 52,493 105,668

経常利益 (百万円) 2,542 3,794 3,397

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,779 2,569 3,050

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,189 3,127 3,947

純資産額 (百万円) 50,542 54,372 51,633

総資産額 (百万円) 122,056 128,022 122,751

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 133.31 198.39 229.06

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.4 42.5 42.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,384 5,913 2,662

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,641 △4,231 △5,124

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,259 △1,507 △4,795

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 11,845 8,470 8,110
 

 

回次
第107期

第２四半期
連結会計期間

第108期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

自 2023年７月１日
至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 26.27 118.07
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

第１四半期連結会計期間において、株式会社中越エステートは2023年４月１日に当社が吸収合併したため、連結子

会社から除外しております。この結果、2023年９月30日現在では、当社グループは、当社、子会社10社及び関連会社

13社により構成されることとなりました。

なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状

況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「３．報告セグメントの変更等

に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

a. 財政状態

（総資産）

有形固定資産が2,198百万円、商品及び製品が1,299百万円、原材料及び貯蔵品が985百万円増加したこと等によ

り、総資産は前連結会計年度末に比べて4.3％増加し、128,022百万円となりました。

（負債）

支払手形及び買掛金が2,566百万円増加したこと等により、負債合計は前連結会計年度末に比べて3.6％増加し、

73,649百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて5.3％増加し、54,372百万円となりました。これは主として、親会社株

主に帰属する四半期純利益2,569百万円により利益剰余金が増加したことによります。自己資本比率は前連結会計年

度末に比べて0.5ポイント増加し、42.5％となりました。

 
b. 経営成績

当社グループを取り巻く経済環境は、新型コロナウイルス感染症の行動制限の撤廃により、海外旅行をはじめと

した人の往来が正常化し、世界各国の経済活動に持ち直しの動きが見られたものの、ロシア・ウクライナ問題の長

期化や中東情勢の悪化に伴う原燃料価格の高止まり、円安の進行、世界的な物価上昇を背景とした金融引締め影響

などによる中国や欧米等海外景気の低迷など、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況のなか当社グループは、製品価格の改定に加え、紙・パルプ製造事業の生産体制再構築や工場の

安定操業に取り組みました。

当第２四半期連結累計期間の営業成績につきましては、販売数量の減少はあったものの、昨年来実施した製品価

格改定の影響により、売上高は52,493百万円と前期と比較し6.5％増収となりました。収益面では、製品価格の改

定、減産下での効率操業やエネルギーコスト低減に取り組み、営業利益は3,304百万円と119.9％増加と前期と比較

し増益となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は以下のとおりとなりました。

 
連結売上高　　　　　　　　　　 　　52,493百万円　（前年同四半期比　 6.5％増）

連結営業利益　　　　　　　　　　　　3,304百万円　（前年同四半期比 119.9％増）

連結経常利益　　　　　　　　　　　　3,794百万円　（前年同四半期比　49.2％増）

親会社株主に帰属する四半期純利益　　2,569百万円　（前年同四半期比 44.4％増）
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セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①　紙・パルプ製造事業

製品価格改定や減産下での効率操業などの取り組みにより、増収・増益となりました。

◎ 新聞用紙

新聞社における夕刊の廃止、また発行部数および頁数の減少による全体的な需要減に歯止めが掛からず、数量は

前期を下回りました。金額は価格改定が寄与して前期を上回ることが出来ました。

◎ 印刷用紙

国内販売につきましては、コロナ禍で落ち込んでいた経済活動は正常化したものの、チラシ関連・書籍関連を中

心にデジタル化の進行もあり全体数量は前期を下回りました。輸出については、東南アジアを中心とした需要減退

および海外メーカーの販売攻勢により、数量は前期を下回りました。金額は販売数量減少があったものの、価格改

定が寄与して前期を上回ることが出来ました。

◎ 包装用紙

国内販売につきまして、自動車関連は回復基調にありましたが紙袋の需要回復には至らず、石油化学関連、合成

樹脂関連の落ち込みが影響し、数量は前期を下回りました。輸出につきましても海外市況の悪化により前期を下回

りました。金額は販売数量減少があったものの、価格改定が寄与して前期を上回ることが出来ました。

◎ 特殊紙・板紙及び加工品等

壁紙は堅調に推移し前期並の数量を確保しました。加工用途は輸出が落ち込んだ影響により全体数量は減少しま

したが、価格改定が寄与して金額は前期を上回りました。

◎ パルプ

高岡工場６号抄紙機を昨年９月末に停止し外販パルプの販売を増やした影響などにより数量・金額ともに前期を

上回りました。

これらにより、当事業の業績は以下のとおりとなりました。

 
連結売上高　　　　　46,833百万円　　（前年同四半期比 8.0％増）

連結営業利益　　　　 2,891百万円　　（前年同四半期比201.9％増）

 
②　発電事業

売上高は前年並みでしたが、燃料価格の高騰などにより減益となりました。

これらにより、当事業の業績は以下のとおりとなりました。

 
連結売上高　　　　　 3,735百万円　　（前年同四半期比 1.0％減）

連結営業利益　　　　　 309百万円　　（前年同四半期比 38.6％減）

 
③　その他

工場の定期点検停止等の影響で紙断裁選別包装・紙運送事業の取扱量は減少しましたが、設備設計施工関連事業

等の受注が増加したことなどにより売上高は前期並みでした。利益については、設備設計施工関連事業等の受注増

に加え人件費などの経費低減により増益となりました。

これらにより、当事業の業績は以下のとおりとなりました。

 
連結売上高　　　　　 8,370百万円　　（前年同四半期比 0.1％減）

連結営業利益　　　　　 110百万円　　（前年同四半期は　38百万円の連結営業損失）
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は8,470百万円となり

ました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は5,913百万円（前第２四半期連結累計期間比327.0％増）となりました。

これは主として、税金等調整前四半期純利益3,453百万円、減価償却費2,905百万円によるものです。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は4,231百万円（前第２四半期連結累計期間比60.2％増）となりました。

これは主として、有形固定資産の取得による支出4,178百万円によるものです。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は1,507百万円（前第２四半期連結累計期間比33.3％減）となりました。

これは主として、長期借入金の返済による支出2,944百万円、長期借入れによる収入1,500百万円によるもので

す。

 

(3) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は226百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(4) 主要な設備

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 45,000,000

計 45,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,354,688 13,354,688
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株であります。

計 13,354,688 13,354,688 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2023年９月30日 ― 13,354,688 ― 18,864 ― 15,971
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(5) 【大株主の状況】

2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

王子ホールディングス株式会社 東京都中央区銀座四丁目７―５ 2,753 21.26

日本紙パルプ商事株式会社
東京都中央区勝どき三丁目12―１
フォアフロントタワー

710 5.48

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11―３ 574 4.43

株式会社北陸銀行 富山県富山市堤町通り一丁目２―26 573 4.42

新生紙パルプ商事株式会社 東京都千代田区神田錦町一丁目８ 564 4.36

KPPグループホールディングス
株式会社

東京都中央区明石町６―24 534 4.12

株式会社日本カストディ銀行
（信託口４）

東京都中央区晴海一丁目８―12 410 3.17

農林中央金庫 東京都千代田区大手町一丁目２―１ 401 3.09

INTERACTIVE BROKERS LLC
（常任代理人　インタラクティ
ブ・ブローカーズ証券株式会
社）

ONE PICKWICK PLAZA GREENWICH,
CONNECTICUT 06830 USA
（東京都千代田区霞が関三丁目２―５）

303 2.34

中越パルプ工業従業員持株会 富山県高岡市米島282 238 1.83

計 ― 7,064 54.55
 

(注) １．千株未満は、切り捨てて表示しております。

２．上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）、株式会社日本カストディ銀行（信託口４）の所有

株式は信託業務に係る株式であります。

３．当社は、自己株式404,651株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 404,600

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

129,114 ―
12,911,400

単元未満株式
普通株式

― ―
38,688

発行済株式総数 13,354,688 ― ―

総株主の議決権 ― 129,114 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
中越パルプ工業株式会社

東京都千代田区内幸町
　　　　一丁目３番２号

404,600 ― 404,600 3.03

計 ― 404,600 ― 404,600 3.03
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2023年７月１日から2023年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,110 8,470

  受取手形、売掛金及び契約資産 27,317 ※1  27,452

  商品及び製品 9,730 11,030

  仕掛品 621 861

  原材料及び貯蔵品 5,746 6,731

  その他 2,419 2,545

  貸倒引当金 △3 △2

  流動資産合計 53,943 57,089

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 52,222 52,308

    減価償却累計額 △36,626 △37,170

    建物及び構築物（純額） 15,595 15,138

   機械装置及び運搬具 239,073 240,075

    減価償却累計額 △215,637 △215,615

    機械装置及び運搬具（純額） 23,435 24,460

   その他 15,958 17,654

    減価償却累計額 △2,909 △2,973

    その他（純額） 13,048 14,680

   有形固定資産合計 52,080 54,278

  無形固定資産   

   その他 291 288

   無形固定資産合計 291 288

  投資その他の資産   

   投資有価証券 9,449 10,245

   その他 6,991 6,116

   貸倒引当金 △44 △44

   投資その他の資産合計 16,397 16,317

  固定資産合計 68,769 70,884

 繰延資産 38 48

 資産合計 122,751 128,022
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 15,548 ※1  18,115

  短期借入金 26,175 26,652

  未払法人税等 482 736

  賞与引当金 528 532

  その他 4,504 ※1  5,356

  流動負債合計 47,239 51,393

 固定負債   

  長期借入金 17,757 16,177

  固定資産撤去費用引当金 37 ―

  環境対策引当金 127 114

  関係会社事業損失引当金 47 43

  退職給付に係る負債 5,734 5,752

  その他 174 167

  固定負債合計 23,878 22,255

 負債合計 71,118 73,649

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 18,864 18,864

  資本剰余金 16,253 16,253

  利益剰余金 15,422 17,603

  自己株式 △408 △408

  株主資本合計 50,132 52,312

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,505 1,973

  為替換算調整勘定 120 213

  退職給付に係る調整累計額 △143 △135

  その他の包括利益累計額合計 1,482 2,050

 非支配株主持分 18 9

 純資産合計 51,633 54,372

負債純資産合計 122,751 128,022
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 49,289 52,493

売上原価 41,878 43,574

売上総利益 7,411 8,919

販売費及び一般管理費   

 販売手数料 60 68

 運搬費 3,280 2,990

 保管費 753 757

 その他 1,814 1,798

 販売費及び一般管理費合計 5,908 5,615

営業利益 1,502 3,304

営業外収益   

 受取利息 34 29

 受取配当金 91 93

 為替差益 914 397

 持分法による投資利益 114 98

 その他 36 41

 営業外収益合計 1,192 660

営業外費用   

 支払利息 125 120

 その他 27 49

 営業外費用合計 153 170

経常利益 2,542 3,794

特別利益   

 固定資産売却益 18 1

 特別利益合計 18 1

特別損失   

 固定資産除却損 145 321

 減損損失 77 ―

 事業構造改革費用 36 ―

 特別退職金 15 8

 その他 50 11

 特別損失合計 325 342

税金等調整前四半期純利益 2,235 3,453

法人税、住民税及び事業税 353 498

法人税等調整額 109 395

法人税等合計 462 894

四半期純利益 1,772 2,559

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △7 △9

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,779 2,569
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 1,772 2,559

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 263 419

 退職給付に係る調整額 12 5

 持分法適用会社に対する持分相当額 141 143

 その他の包括利益合計 417 568

四半期包括利益 2,189 3,127

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,196 3,137

 非支配株主に係る四半期包括利益 △7 △9
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 2,235 3,453

 減価償却費 2,920 2,905

 減損損失 77 ―

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △0

 受取利息及び受取配当金 △126 △123

 支払利息 125 120

 為替差損益（△は益） △499 △186

 持分法による投資損益（△は益） △114 △98

 投資有価証券評価損益（△は益） ― 11

 固定資産除却損 27 35

 固定資産売却損益（△は益） △18 △1

 売上債権の増減額（△は増加） △391 △134

 棚卸資産の増減額（△は増加） △3,215 △2,525

 その他の資産の増減額（△は増加） 39 15

 仕入債務の増減額（△は減少） 1,085 2,567

 その他の負債の増減額（△は減少） △279 268

 未払又は未収消費税等の増減額 △210 △70

 賞与引当金の増減額（△は減少） △1 4

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 193 28

 固定資産撤去費用引当金の増減額（△は減少） △75 △37

 事業構造改革費用 36 ―

 その他 △114 △10

 小計 1,692 6,222

 利息及び配当金の受取額 126 123

 利息の支払額 △129 △115

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △304 △317

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,384 5,913

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △2,988 △4,178

 有形固定資産の売却による収入 62 2

 投資有価証券の取得による支出 △0 △0

 投資有価証券の売却による収入 0 ―

 短期貸付金の純増減額（△は増加） 17 △314

 長期貸付金の回収による収入 315 315

 その他 △48 △55

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,641 △4,231
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △2,699 340

 長期借入れによる収入 4,100 1,500

 長期借入金の返済による支出 △3,384 △2,944

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △265 △386

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △9 △17

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,259 △1,507

現金及び現金同等物に係る換算差額 499 186

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,016 360

現金及び現金同等物の期首残高 14,861 8,110

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  11,845 ※  8,470
 

EDINET提出書類

中越パルプ工業株式会社(E00649)

四半期報告書

16/25



【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

   （連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間において、株式会社中越エステートは2023年４月１日に当社が吸収合併したため、連結

子会社から除外しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

(単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

受取手形 ― 49

支払手形 ― 190

設備関係支払手形 ― 15
 

 

２．保証債務

連結会社以外の会社等の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

(単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

昭和木材有限会社 48 41 

従業員(住宅融資) 20 19 

　　計 68 61 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(単位：百万円)

 

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

　 至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

 　至　2023年９月30日)

現金及び預金 11,845 8,470 

現金及び現金同等物 11,845 8,470 
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日
定時株主総会

普通株式 267 20.00 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年11月10日
取締役会

普通株式 267 20.00 2022年９月30日 2022年12月１日 利益剰余金
 

 
当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月28日
定時株主総会

普通株式 388 30.00 2023年３月31日 2023年６月29日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年11月９日
取締役会

普通株式 388 30.00 2023年９月30日 2023年12月１日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計
紙・パルプ
製造事業

発電事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 42,867 3,774 46,641 2,648 49,289

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

487 ― 487 5,732 6,220

計 43,354 3,774 47,129 8,381 55,510

セグメント利益又は損失(△) 957 503 1,461 △38 1,423
 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ナノフォレスト事業、紙加工品製造事

業、運送事業、設備設計施工・修理事業、原材料事業、紙断裁選別包装事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益又は損失(△) 金額

報告セグメント計 1,461

「その他」の区分の損失(△) △38

セグメント間取引消去 40

棚卸資産の調整額 30

その他の調整額 8

四半期連結損益計算書の営業利益 1,502
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「紙・パルプ製造事業」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計

上額は、当第２四半期連結累計期間においては77百万円であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計
紙・パルプ
製造事業

発電事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 46,833 3,735 50,569 1,924 52,493

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

― ― ― 6,446 6,446

計 46,833 3,735 50,569 8,370 58,940

セグメント利益 2,891 309 3,201 110 3,312
 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ナノフォレスト事業、紙加工品製造事

業、運送事業、設備設計施工・修理事業、原材料事業、紙断裁選別包装事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益又は損失(△) 金額

報告セグメント計 3,201

「その他」の区分の利益 110

セグメント間取引消去 17

固定資産の調整額 △20

その他の調整額 △5

四半期連結損益計算書の営業利益 3,304
 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度において、「その他」に含めて開示しておりました中越エコプロダクツ事業については、当連結会

計年度より営業運転開始を予定しております。同事業で製造する製品原料は紙を50％超使用することから、第１四半

期連結会計期間より、「紙・パルプ製造事業」に含めて開示する方法に変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分により作成したものを記載しておりま

す。

 
４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

　　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
　　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

  (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計
紙・パルプ
製造事業

発電事業 計

紙 37,908 ― 37,908 ― 37,908

パルプ 4,958 ― 4,958 ― 4,958

発電事業 ― 3,774 3,774 ― 3,774

その他 ― ― ― 2,590 2,590

顧客との契約から生じる収益 42,867 3,774 46,641 2,590 49,231

その他の収益 ― ― ― 58 58

外部顧客への売上高 42,867 3,774 46,641 2,648 49,289
 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ナノフォレスト事業、紙加工品製造事

業、運送事業、設備設計施工・修理事業、原材料事業、紙断裁選別包装事業等を含んでおります。

 

　　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

  (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)

合計
紙・パルプ
製造事業

発電事業 計

紙 41,076 ― 41,076 ― 41,076

パルプ 5,757 ― 5,757 ― 5,757

発電事業 ― 3,735 3,735 ― 3,735

その他 ― ― ― 1,863 1,863

顧客との契約から生じる収益 46,833 3,735 50,569 1,863 52,433

その他の収益 ― ― ― 60 60

外部顧客への売上高 46,833 3,735 50,569 1,924 52,493
 

(注)「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ナノフォレスト事業、紙加工品製造事

業、運送事業、設備設計施工・修理事業、原材料事業、紙断裁選別包装事業等を含んでおります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

　　１株当たり四半期純利益 133円31銭 198円39銭

 (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 1,779 2,569

　　普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益(百万円)

1,779 2,569

   普通株式の期中平均株式数(千株) 13,350 12,950
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

(剰余金の配当)

　第108期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）中間配当については、2023年11月９日開催の取締役会におい

て、2023年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　 388百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　30円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　2023年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年11月14日

中越パルプ工業株式会社

取締役会  御中

 

仰 星 監 査 法 人
 

東京事務所
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 向山　典佐  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 新島　敏也  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中越パルプ工業

株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から

2023年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中越パルプ工業株式会社及び連結子会社の2023年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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